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　2008年は韓国特殊教育界激動の一年であった。2007年 5月に「障害者に対する特殊教育法」という特殊教育関
連法が、2008年 2月には特殊教育関連教育課程（学習指導要領に該当）が改正され、2009年度より本格実施され
るが、それに備える多忙な年となった。改正された法律の教育課程の重点の第一は障害学生教育支援において生涯
周期の拡大である。法律の改正前には義務教育期間を小学校と中学校のみとし、幼稚園と高等学校は無償教育と規
定されていたが、障害学生の義務教育期間を 3才の幼稚園課程から高等学校課程までに延長し、3才未満の障害幼
児と高等学校課程以後の障害学生も一定期間延長した無償教育期間を持つこととなった。
　第二は、障害学生の一般環境との統合のための支援強化である。韓国では一般学校に配置され統合教育を受けて
いる障害学生数が毎年増加している。最近 5年間の特殊教育対象者の教育環境別配置状況によると、一般学校に
配置され統合教育を受ける学生が 2004年には全体特殊教育対象者の 57.1%であったのが、2005年度には 59.8%、
2006年度には 62.8%、2007年度には 65.2%、2008年度には 67.3%と毎年増加している。特殊教育対象者の統合教
育を支援するために一般学校内に設置する特殊学級も最近 5年間に年平均 500余学級ずつ増設されてきた。このよ
うな統合教育拡大により、これを支援するための法的、制度的支援体系を整備し、障害学生と一般学生が共にする
教育課程運営の法的根拠を用意したのである。第三は、障害学生が学校卒業後、社会に円滑に移行できるようにす
るための進路および職業教育の強化と生涯教育支援なども法や教育課程改正の主眼点の一つである。これらの背景
から、現在の韓国の特殊教育に対する包括的な状況の変化を調査し、あわせてその運営事例を述べたい。
1.1. 韓国の特殊教育状況と変化
　韓国の全般的な特殊教育状況に対して特殊教育の定義、障害学生の教育配置、教員養成および研修、特殊教育の
支援体制を中心に述べたい。
ア．韓国での特殊教育の定義
　韓国の新しい法律では「特殊教育」を「特殊教育対象者の教育的要求を充足させるためにその特性に応じた教育
課程および特殊教育関連サービスの提供を通して形成される教育」と定義している。過去の治療教育的要素は除外
され、関連サービスの中に治療支援として含めた。
　ここでの「特殊教育対象者」は「視覚障害、聴覚障害、知的障害、身体障害、情緒・ 行動障害、自閉症障害、コ
ミュニケーション障害、学習障害、健康障害、発達遅滞」を指し、「特殊教育関連サービス」とは、特殊教育対象
者の教育を効率的に実施するために必要な人的・物的資源を提供するサービスとして相談支援、家族支援、治療支
援、補助人材支援、補助工学機器支援（Assistive Technology）、学習補助機器支援、通学支援および情報アクセス
支援等をいう。
　韓国の特殊教育対象者中で特異なのは健康障害と発達遅滞がある。「健康障害」は慢性疾患によって、3ヶ月以
上の長期入院または通院治療など継続的な医療的支援が必要で、学校生活および学業遂行に困難がある人を指し、
「発達遅滞」は身体、認知、コミュニケーション、社会・情緒、適応行動のうち一つ以上の発達が同じ年頃に比べ
て顕著に遅滞して特別な教育的措置が必要な幼児および 9才未満の児童をいう。
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イ . 韓国障害学生の教育配置
　韓国の障害学生は特殊学校と一般学校配置に分けられる。一般学校配置学生は大多数が特殊学級で特殊教育支援
サービスを受けながら、一部の時間を通常学級で統合されるが、一部の学生は特殊学級がない一般学校の統合学級
に配置され、統合教育を受けたりもしている。韓国の障害学生の教育配置状況は <表 1 >の通りである。
　<表 2 >は韓国の障害学生の特殊学校と一般学校の年度別配置状況で、韓国には 149校の特殊学校があり、学校
数は毎年少しずつ増えてきたが、学生数はむしろ減少している。
特殊学級は全一般学校の中で幼稚園 2%、小学校 56.5%、中学校 34.8%、高等学校 19.9%に設置運営されており、
設置された特殊学級の 95%は「時間制」として運営され、残り 5%が「全日制」として運営されている。時間制
　特殊学級は日本の「通級指導教室」と同様と考えれば良い。特殊学級に所属した学生は一部の時間のみ特殊学級
にきて、別途のプログラムにより、教育を受け、多くの時間を通常学級で一般学生と共に教育を受けており、特殊
学級教師がコーディネーターの役割をしている。全日制特殊学級は通常学級に行かず、一般学校の全学習時間を特
殊学級で行うことを意味するが、近年はこのような運営をする学校は殆どない。近年、特殊学級教師が施設に訪問・
派遣され、教育が実施される学級を韓国では「巡回学級」とよぶ。特殊学校にも設置されており、学生数は表 3の
通りである。「巡回学級」は学生が移動や運動機能の著しい障害により各級学校で教育を受けることが困難・不可
能であり、福祉施設・医療機関あるいは家庭などにある障害学生を対象に実施している。
　通常学級を韓国では一般学級または統合学級と呼ぶが、一般学生と完全統合されている障害学生で特殊学級があ
る学校では特殊学級教師がコーディネーターの役割をしている。特殊学級がない一般学校に配置された障害学生は
特殊教育支援センターまたは近隣の特殊学級の特殊学級教師が適宜訪問し、コーディネーターの役割をして彼らを
支援している。
　韓国には特殊学校や特殊学級に有給の「特殊教育補助員」を置いている。特殊教育補助員の役割は、学級担任教
0
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＜表 1＞　韓国の 2008 年度障害学生教育配置状況（2008.4 現在）
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師の要請により学生指導を補助することができると政府の指針に明示されている。第一に、教師の指示と監督の下、
特殊教育対象学生の排泄と食事指導、補助器着用、脱衣、健康保護および安全生活指導などの個別支援を担当して
いる。第二に、学習資料および学用品準備、移動補助、教室や運動場での学生活動補助、学習資料製作支援など特
殊教育対象学生の教授 -学習活動支援を担当している。第三に、適応行動促進および不適応行動管理支援、同年齢
の学生との関係形成支援、行動指導のためのプログラム管理など特殊教育対象学生の問題行動管理支援業務を担当
している。特殊教育補助員の資格は特別に規定されていないが、関連経験がある人のうち各学校で自主的に採用し
た後教育庁で実施される 60時間以上の研修を受けなければならない。今年は 6,853人の特殊教育補助員が採用され、
特殊学校と特殊学級で学生の教育活動を補助している。
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< 表２>韓国の年度別特殊学校と一般学校の障害学生配置状況
＜表 3＞　韓国の 2008 年度巡回学級　障害学生配置状況
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ウ． 教員養成および研修
　数年前まで韓国の特殊教育は特殊学校が主に担当していた。そのため特殊学校に勤める教員数が統合教育を支援
する役割をする特殊学級の教員数より多かった。しかし現在は特殊学級教員数が特殊学校教員数より多くなり、さ
らに増加傾向にある。
　韓国で特殊学校や特殊学級を担当する教員になるためには特殊教育教員養成大学を卒業するか、一般教育の教員
免許状を持った上大学院で特殊教育を専攻しなければならない。特殊教育教員養成課程を設置する大学は 36校で、
定員は 1,568人である。特殊教育関連専攻設置大学院は 45校であるが、定員の範囲ですでに免許状を持っている
特殊教育教員の再教育も担当するため、大学院で新しく養成される特殊教員はそれほど多くない。
　一般教師になるための教育大学学生は 2009年から「障害学生の理解」の内容の科目を一定学力点数以上で履修
しなければ卒業することができない。しかし現職の一般教員はまだ障害学生に対する理解が不足している。そのた
め一般教員も障害学生の統合教育を支援するために特殊教育関連教育および研修を定期的に受けなければならない
ことが韓国の法律に明示されている。2008年 4月現在、統合学級（障害学生が在籍する通常学級）を担当してい
る 37,620人の教員のうち特殊教員免許状所持者は 611人 (1.6%)、60時間以上研修履修者は 5,107人 (13.6%)、30時
間以上研修履修者は 3,785人 (10.1%)、研修未履修者は 28,117人 (74.7%)である。今年４月以後統合教育に関連し
た多くの研修が形成され、新しい法によって、研修が実施されるため今後研修履修者数は急増すると考えられる。
エ . 特殊教育支援体制
　韓国では 2003年から各地域に「特殊教育支援センター」設置を政策的に推進してきていたが、施設確保および
専門担当人材配置等に対する法的根拠がなく、地域社会中心に実質的な特殊教育を支援するのに限界があった。そ
こで新しい法では特殊教育支援センター設置を明示し、センター活性化を政府が強力に推進している。
　新しい法では「特殊教育支援センター」を全国 180余りの下級教育行政機関 (地域教育庁 )別に設置・運営する
ように規定し、業務を専門担当する特殊教育分野の専門担当者を配置して特殊教育対象者の早期発見、診断・評価、
特殊教育研修、教授・学習活動の支援、特殊教育関連サービス支援、巡回教育などコーディネーター的役割を担当
するようにした。またこのような業務を随行できる場所をおくようにし、地理的特性や特殊教育需要などを考慮し
て必要な場合、下級教育行政機関に２ケ所以上の特殊教育支援センターを設置・運営することができることとした。
　2008年 8月現在、韓国の 180余の全地域教育庁で特殊教育支援センターを設置・運営しており、特殊教育支援
センター専門担当人材ではコーディネーターの役割をする特殊教師 209人、治療教育教師（自立活動担当教師）
258人、行政職 17人、特殊教育補助員 32人、その他専門担当人材 56人の計 572人が支援業務を担当している。
しかし現実は専門担当特殊教師が新任教師や非常勤教師である場合もあり、コーディネーターの役割を担当するに
はまだまだ力不足なのが実情である。
　特殊教育支援センターの業務に特殊教育関連サービス支援がある。「特殊教育関連サービス」とは特殊教育対象
者の教育を効率的に実施するために必要な人的・物的資源を提供するサービスとして相談支援、家族支援、治療支
援、補助人材支援、補助工学機器支援（Assistive Technology）、学習補助機器支援、通学支援および情報アクセス
支援等をいう。
1.2. 韓国の特殊教育運営事例
　最近韓国の特殊教育も日本と同様急激な変化を経ている。その最も主要な事項が統合教育の拡大とそれに伴う特
殊学校の役割変化である。これに対する事例で韓国の京
キョンギ
畿道
ド
城
ソンナム
南市の特殊学校の盛恩学校と一般高等学校特殊学級
の突
トルマ
馬高等学校を紹介する。
ア． 特殊学校のセンター的機能運営事例
　韓国の特殊学校も日本と同様、重度・重複障害学生が増加により障害種による区分の意味がなくなってきており、
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また、統合教育の拡大により特殊学校の学生数が減っている傾向にある。一方、統合された環境で教育を受けてい
る一般高等学校の特殊学級に配置された学生は職業教育の困難を経験している。このような変化に対応して困難を
解決するための盛
ソウオン
恩学校のセンター的機能を紹介する。
　盛
ソウオン
恩学校は知的障害学生を対象にする公立特殊学校として幼稚部から高等部課程を終えた後の職業教育を主とす
る 2年延長課程の「専攻科」まで設置されている。なお、盛
ソウオン
恩学校も韓国の他の特殊学校と同様学生数は減少して
おり、入学する学生は年々重症・重複化傾向を見せている。
　そこで韓国の京
キョンギ
畿道
ド
では特殊学校の余剰施設を利用し、統合教育を受けている高等学校学生の職業教育を支援す
るため、「職業転換教育支援センター」という特性化した特殊教育支援センターを 4圏域で運営しており、そのう
ちの 1か所が盛恩学校に設置・運営されている。盛恩学校の「職業転換教育支援センター」は第一に障害学生の職
業的能力啓発のための職業転換教育サービス支援、第二に職業転換教育専門性充実のための教師支援、第三に障害
学生の成功的な職業転換のための父兄支援、第四に地域社会機関とのネットワーク構築による就職基盤造成の目的
を持って運営されている。
　センター運営対象は盛
ソウオン
恩学校近隣地域の特殊学級設置高等学校 32校に在籍する 500余名の特殊教育対象学生で
あり、センターでは盛
ソウオン
恩学校校長がセンター長となり、専任担当教師、盛
ソウオン
恩学校の一部の教師、補助員など 15人
がセンター運営に参加している。プログラムに参加する一般高等学校の特殊学級でコーディネーターの役割をして
いる特殊教師各校 1名ずつ 32名を推進状況評価団 (モニター )に任命し、センター目的と趣旨、プログラムに対
する評価 (満足度 )および改善方向提示、オンライン (Webページ )モニター、的資源および予算執行の適切性な
どの評価を受けている。また、彼らは年初プログラムを構成する際、特殊学校教師と協議しながら、学生のプログ
ラム進行状況を確認し、センター (盛
ソウオン
恩学校 )施設を学生と共に利用し、学生の引率や学生自らの移動も指導して
いる。
イ . 高等学校での統合教育事例
　突
トル マ
馬高等学校は 2001年度に開校した進学校で、開校と同時に特殊学級を設置・運営されてきた。突
トル マ
馬高等学校
は特殊学級を「統合教育支援室」と名称を付け、別途のスペースを確保している。統合教育支援室には特殊教師が
4人、補助員 1人が常駐している。統合教育支援室で管理している学生は 35人で表 6のように通常学級に配置さ
れており、学生の能力と条件により異なるが、全体授業時間の 1/3程度を統合教育支援室で職業教育など別途の活
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＜表 4＞盛恩学校学年別学生数
＜表 5＞盛恩学校重複障害学生数
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動を行い、残りの時間を通常学級で一般学生と共に送っている。
　京
キョンギ
畿道
ド
城
ソンナム
南地域において人文系高等学校で最初にできた特殊学級であり、初めは統合教育に対する一般教師と保
護者の心配が多かった。しかし学校長の積極的な支援と特殊学級教師の努力により一般学生と父兄の障害学生に対
する理解が高まり、統合教育に対して肯定的な考えを持つようになった。特殊教師は一般学生と教師の障害学生に
対する理解を高めるための努力、通常学級の授業および活動に対する障害学生の支援、各種学校行事における障害
学生の一般学生との統合された活動支援、障害学生の職業および進路教育など障害学生の卒業後自立と社会統合な
ど特別支援教育コーディネーターの役割に通じる多角的な努力を行っている。
おわりに
　韓国では「特別支援教育」という用語を使わないが、すでに大多数の特殊学級教師が障害学生の直接的な指導か
ら統合教育を支援する業務に移行している。しかし、日本が一人ひとりの可能性を高めることに教育の主眼点をお
くが、韓国は障害者と一般人が共生していく方法を障害者健常者共に教育するのに主眼点をおいている。韓国の特
殊教育の変化は猪突的で多少荒い面があるが、この側面が韓国の障害学生の自立能力の向上と社会的条件の改善に
対して急激な向上を持ってきたと韓国の多くの特殊学級教師は考えている。しかし、基盤を整備し詳細に展開する
日本の特別支援教育は韓国も見習わなければならない点もある。この特別支援教育コーディネーター会議が、最も
近い国の日本と韓国の特殊教育がお互いの長所を生かし、両国の障害学生にとって幸せな人生を営む基礎になれば
よいと願っている。
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＜表 6＞　突馬高等学校　障害学生通常学級配置状況
